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■平成 25年度当初予算

■高齢者叙勲／

　行政情報（市農業委員を選任、桜川市職員の人事異動を発令）

■ボーダーレス（無境界）の災害防災協定の締結／

　（株）常陽銀行から新一年生に防犯ブザーの寄贈

■真壁図書館で「海老沢泰久展」開催中

マ
ダ
ラ
鬼
神 

魔
を
打
ち
払
う
矢 

放
つ

雨
引
観
音
で
３
７
０
年
の
歴
史
を
持
つ

日
本
２
大
鬼
祭
「
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭
」
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市
民
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
使
わ

れ
る
お
金

　
一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
民
生

費
が
最
も
多
く
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
・
児
童
な
ど
の
福
祉
の
充
実

が
図
ら
れ
ま
す
。
続
い
て
多
い
の

が
市
立
学
校
や
生
涯
学
習
振
興
な

ど
に
使
わ
れ
る
教
育
費
。
衛
生
費

は
健
康
促
進
、
環
境
保
全
、
ご
み

処
理
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
以

下
、
戸
籍
や
広
報
・
庁
舎
管
理
な

ど
の
総
務
費
、
市
の
借
入
金
の
返

済
な
ど
の
公
債
費
、
土
木
費
、
農

林
水
産
業
費
、
消
防
費
な
ど
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（
　
）
内
は
、
構
成
比
率

　
市
の
予
算
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予

算
の
歳
入
（
市
税
）
と
歳
出
を
、

市
民
１
人
（
１
世
帯
）
当
た
り
で

表
し
て
み
ま
し
た
。
金
額
は
、

４
月
１
日
現
在
の
人
口
と
世
帯

で
割
っ
た
も
の
で
す
。

市
に
入
っ
て
く

る
お
金

　
一
般
会
計
の
歳

入
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
配
分
さ
れ

る
地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
約

35
．
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
多
い
の
が
市
民
税
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
な
ど
の

市
税
。
次
の
国
庫
支
出
金
は
、
事

業
実
施
の
た
め
の
国
か
ら
の
補
助

金
。
そ
し
て
、
市
債
は
、
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
国
な
ど
か
ら
の

借
入
金
。
以
下
、
県
支
出
金
、
繰

越
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（
　
）
内
は
、
構
成
比
率

　
桜
川
市
の
基
本
と
な
る
平
成
25
年
度
当
初
予

算
が
、
平
成
25
年
第
１
回
桜
川
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
可
決
・
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

　
市
財
政
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
予
算
額
は

１
６
１
億
８
，０
０
０
万
円
で
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
な
ど
６
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業

会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
で
は
、
２
８
６
億
８
，

８
８
６
万
８
千
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算

の
合
算
額
と
対
比
し
て
約
4.1
％
の
増
と
な
り
ま

す
。

　
今
月
号
で
は
、
主
に
一
般
会
計
予
算
の
概
要

を
歳
入
・
歳
出
別
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

歳
入

歳
出

①地方交付税　57 億 6,000 万円（35.6％）

　�所得税・消費税などの国税の一部を国から交付され

る収入

②市　税　44 億 6,095 万 6 千円（27.6％）

　市民税、固定資産税、軽自動車税など

③国庫支出金　15 億 4,329 万 2 千円（9.5％）

　�学校や道路などの建設、扶助費などに対して国から

補助される収入

④市　債　14 億 7,300 万円（9.1％）

　�事業を実施するために長期的に国などから借り入れ

る収入

⑤県支出金　8億 7,552 万 2 千円（5.4％）

　�学校や道路などの建設、扶助費などに対して県から

補助される収入

⑥繰越金　4億円（2.5％）

⑦地方消費税交付金　3億 9,581 万円（2.4％）

　�県に納付された消費税の一部を県か

ら交付される収入

⑧諸収入　3億 4,971 万 1 千円（2.2％）

　�学校給食費や高額療養費返納金など

の収入

⑨地方譲与税　2億9,474万 6千円（1.8％）

　�市道に対して揮発油税・自動車重量

税の一部を譲与される収入

⑩使用料・手数料　1億 5,625 万 8 千円（1.0％）

⑪その他　4億 7,070 万 5 千円（2.9％）

①民生費　51 億 442 万 3 千円（31.5％）

　社会福祉サービス、生活保護など

②教育費　24 億 145 万 1 千円（14.8％）

　市立学校、生涯学習振興など

③衛生費　18 億 9,886 万 1 千円

（11.7％）

　�健康促進、環境保全、ごみ処

理など

④�総務費　17 億 4,442 万 6 千円

（10.8％）

　�戸籍や広報、庁舎管理など

⑤公債費　15 億 7,766 万 3 千円

（9.8％）

　�市の借入金の返済など

⑥土木費　12 億 2,189 万 5 千円（7.6%）

　道路や公園の建設や修繕など

⑦�農林水産業費　9億 2,506 万円

（5.7％）

　�農林水産業の振興、基盤整備

など

⑧消防費　8億8,358万円（5.5％）

　�防災対策、消防、救急救命活

動など

⑨�その他　4 億 2,264 万 1 千円

（2.6％）

一般会計の歳入の内訳一般会計の歳出の内訳

●平成 25年度当初予算一覧

区 分 平成 25年度予算

前年度の
当初予算
との増減率
（％）

一 般 会 計 161億8,000万円 4.1％

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険 58億5,772万3千円 2.7％

農業集落排水事業 4億3,784万7千円 5.7％

公共下水道事業 8億666万2千円 10.5％

介護保険 37億5,785万円 7.8％

介護
サービス事業 803万6千円 4.5％

後期高齢者医療 3億5,361万円 1.9％

水 道 事 業 会 計 12億8,714万円 △ 3.8％

合 計 286億8,886万8千円 4.1％

平成25年度当初予算
総　　額　286億 8,886万 8千円
一般会計　161億８,000万円

ハード事業
（建物の建設・修繕、道路整備など工事をする

事業）

衛生費▶再生可能エネルギー導入促進事業…
4,400 万円

農林水産業費▶霞ヶ浦用水事業…1億 7,054 万
9 千円、林道整備事業…4,073 万円

土木費▶道路新設改良事業…2億 7,872 万 3 千
円、道路維持事業…7,342 万 2 千円

消防費▶防災行政無線デジタル化更新工事（3
か年継続事業）…9,900 万 5 千円

教育費▶給食センター建設事業…5億 9,616 万
6 千円、岩瀬東・岩瀬西中ＰＣ教室機器類およ

び大和中校務用ＰＣ機器購入…5,474 万 2 千円

ソフト事業
（ハード事業以外の事業）

総務費▶デマンド交通運営事業費補助金…
4,102 万 8 千円

民生費▶児童手当費…7億 2,385 万 5 千円、自
立支援給付費…5億 124 万 4 千円、生活保護支

給事業…4 億 5,706 万 7 千円、医療福祉費（扶

助費）…3 億 1,944 万 8 千円、保育所入所児童

委託料…2億 5,927 万 4 千円

衛生費▶県西総合病院組合負担金…3億 2,608
万 8 千円、県西総合病院交付税算入交付金…2

億 7,234 万円、予防接種委託事業…8,442 万円、

保健事業…5,920 万 3 千円、ごみ減量化対策事

業…4,323 万 7 千円

農林水産業費▶農地・水保全管理支払交付金負
担金…2,286 万 8 千円、霞ヶ浦用水転作地等水

利費補助金…1,950 万円

商工費▶地域振興事業…1,093 万円 
教育費▶伝建地区整備事業費補助金…6,235 万
円、新給食センター調理業務委託料…4,136 万

円、幼稚園就園奨励費補助金…2,533 万 1 千円

平成25年度
一般会計主要事業の予算

市
民
１
人（
１
世
帯
）

当
た
り
は
、
こ
ん
な
金
額

■�市民の皆さんが負担する税を１人（一世帯）
当たりに換算すると
9万 6,830円（29万 4,861円）

■�市政に使われるお金を１人（一世帯）当たり
に換算すると
35万 1,205円（106万 9,469円）

※
人
口
／
４
６
，０
７
０
人

　

世
帯
／
１
５
，１
２
９
世
帯

（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）
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や
ま
と
保
育
所

■
保
育
士
（
主
幹
）
／
松ま

つ
も
と本
典の

り

こ子
■

調
理
員
（
就
業
規
則
３
級
）
／
舘た

て

の野

ふ
じ
子こ

岩
瀬
東
部
保
育
所

■
保
育
士
（
主
幹
）
／
一い

ち

き木
由ゆ

み美
■

保
育
士
（
主
事
）
／
仲な

か

た田
美み

か香
（
岩

瀬
保
育
所
）
■
主
任
調
理
員
／

櫻さ
く
ら
い井
浩ひ

ろ

こ子
（
岩
瀬
保
育
所
）

岩
瀬
北
部
保
育
所

■
調
理
員
／
立た

ち
ば
な花

恭や

す

こ子
（
桜
川
市

北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

介
護
長
寿
課

■
保
健
福
祉
部
次
長
兼
介
護
長
寿

課
長
／
土は

ぶ

つ

生
都
信し

ん
す
け輔（
生
涯
学
習

課
）
■
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ
長
／

大お
お
ぜ
き関
一か

つ

し司
（
税
務
課
）
■
主
査
／

松ま
つ
も
と本

恵
め
ぐ
み

■
主
査
／
安あ

だ

ち達
由ゆ

み

こ

美
子

■
副
主
査
／
飯い

い
づ
か塚

亮り
ょ
う
こ子（

総
務

課
）
■
副
主
査
／
高た

か

く久
裕ひ

ろ

み美
（
健
康

推
進
課
）
■
主
任
／
大お

お

ば羽
悠ゆ

う

た太
■

主
事
／
腰こ

し
づ
か塚
翠み

ど
り（
新
規
採
用
）

健
康
推
進
課

■
母
子
グ
ル
ー
プ
長
／
飯い

い
ず
み泉

尚ひ

さ

し志

（
情
報
政
策
課
）
■
主
査
／
館た

て

の野

由ゆ

み

こ

美
子
■
副
主
査
／
小こ

ま
つ
ざ
き

松
﨑
エ
ミ

（
大
和
庁
舎
総
合
窓
口
課
）
■
主

任
／
小こ

い

け池
美み

ゆ

き

由
紀

農
林
課

■
経
済
部
次
長
兼
農
林
課
長
／

主
査
／
小お

じ

ま島
幸ゆ

き
の
り徳
■
主
事
／
梅う

め
み
や宮

正ま

さ

き樹
（
税
務
課
）
■
主
事
／
枝え

だ
か
わ川

周し
ゅ
う
へ
い
平
（
新
規
採
用
）

■
保
健
福
祉
部
長
／
袖そ
で
や
ま山

勉つ
と
む（

介

護
長
寿
課
）

社
会
福
祉
課

■
主
査
／
友と

も
つ
ね常

文ふ

み

こ子
（
学
校
教
育

課
）
■
主
事
／
平ひ

ら
い
し石

尚た
か
ひ
ろ寛（

新
規
採

用
）
■
主
事
補
／
石い

し
か
わ川

雄た

け

み望
（
新
規

採
用
）

児
童
福
祉
課

■
主
査
／
若

わ
か
ば
や
し林
正ま

さ
の
り則
■
主
査
／

増ま
す
ぶ
ち渕

聖き

よ

し志
■
主
査
／
古こ

や

ま山
み
ち
子こ

（
岩
瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課
）
■
主

任
／
福ふ

く

だ田
雄ゆ

う
ぞ
う三

岩
瀬
・
や
ま
と
保
育
所

■
岩
瀬
・
や
ま
と
保
育
所
長
／

野の

ざ

わ沢
英ひ

で
と
し俊（
介
護
長
寿
課
）

岩
瀬
保
育
所

■
主
任
保
育
士
（
主
査
）
／
安あ

だ

ち達

美み

ゆ

き幸
■
副
主
任
保
育
士
（
副
主

査
）
／
飯い

い
じ
ま島

恵け

い

こ子
（
坂
戸
幼
稚
園
）

■
保
育
士
（
主
幹
）
／
平ひ

ら

ま間
亜あ

や也
■

保
育
士
（
主
事
）
／
軽か

る

べ部
真ま

ゆ

み

裕
美

（
岩
瀬
東
部
保
育
所
）
■
保
育
士

（
主
事
）
／
仲な

か

た田
紗さ

き

こ

貴
子
（
岩
瀬

東
部
保
育
所
）
■
主
任
調
理
員
／

木き

し

ろ代
久ひ

さ

こ子
（
桜
川
市
南
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
）

市
民
課

■
戸
籍
グ
ル
ー
プ
長
／
小こ

ば
や
し林
秀ひ

で

み美

（
大
和
庁
舎
総
合
窓
口
課
）■
主
査
／

山や
ま
が
た形
由ゆ

み

こ

美
子
■
副
主
査
／
天あ

ま

が

や

賀
谷

恭や
す
こ子（
監
査
・
公
平
委
員
会
事
務
局
）

■
副
主
査
／
大お

お
ぜ
き関

香か

よ代
■
主
事
／

古こ

や

た

谷
田
敦あ

つ
み美（

情
報
政
策
課
）

市
民
課 

人
権
啓
発
推
進
室

■
人
権
啓
発
推
進
室
長
（
グ
ル
ー

プ
長
級
）
／
告つ

げ

建た

け

お男
■
副
主
査
／

斉さ
い
と
う藤

邦く
に
は
る晴（

真
壁
庁
舎
総
合
窓
口

課
）

国
保
年
金
課

■
市
民
生
活
部
次
長
兼
国
保
年

金
課
長
／
舘た

て

の野
喜き

く

お

久
男（
税
務
課
）

■
医
療
年
金
グ
ル
ー
プ
長
／
猪い

の野

信の

ぶ

こ子（
市
民
課
）
■
国
保
給
付
グ

ル
ー
プ
長
／
高た

か

く久
能よ

し
か
ず一
■
国
保
税

グ
ル
ー
プ
長
／
河か

わ

い合
利と

し
み
ち通

■
主
査

／
高た

か
ま
つ松

典の

り

こ子（
水
道
課
）■
主
査
／

星ほ
し

博ひ

ろ

こ子
■
主
査
／
藤ふ

じ

た田
幹み

き

お夫
■
副

主
査
／
貝か

い
と
う藤
百ゆ

り

こ

合
子
■
主
任
／

中
ち
ゅ
う

條
じ
ょ
う

千ち

よ

こ

代
子（
職
員
課
）■
主
任
／

野の

む

ら村
健け

ん

た太
■
主
事
／
菊き

く

ち池
亮り

ょ
う
た太

（
新
規
採
用
）■
主
事
／
白は

く

た田
真ま

ゆ悠

（
新
規
採
用
）

環
境
対
策
課

■
環
境
対
策
課
長
／
高た

か
ま
つ松

弘ひ
ろ
ゆ
き行

■

環
境
公
害
対
策
グ
ル
ー
プ
長
／

尾お

み見
誠ま

こ
と（
都
市
整
備
課
）

生
活
安
全
課

■
生
活
安
全
課
長
／
大お

お
ぜ
き関

輝て

る

お夫

（
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
）
■
副

■
主
事
／
和わ

ち地
美み

さ

こ

沙
子
（
商
工
観

光
課
）
■
主
事
／
大お

お
ぜ
き関
毅た

け

し士
（
新
規

採
用
）
■
主
事
／
小こ

ば
や
し林
伸の

ぶ
た
か啓（
新
規

採
用
）

収
税
課

■
収
税
課
長
／
谷や

た

べ

田
部

清
き
よ
し

■
収

納
グ
ル
ー
プ
長
／
小こ

ま
つ
ざ
き

松
﨑
稔み

の
る（

農

林
課
）■
管
理
グ
ル
ー
プ
長
／
真ま

が
さ
き崎

隆た

か

お男
■
副
主
査
／
塩し

お
ざ
わ沢
智と

も
ひ
ろ裕
■
主

幹
／
雨あ

ま
が
い谷

泰や
す
の
り典（

市
民
課
）■
主
幹

／
髙た

か
に
わ庭

美み

よ

こ

代
子（
農
林
課
）■
主
事

／
栗く

り
ざ
き﨑

敬ゆ
き
ひ
ろ裕（

新
規
採
用
）■
主
事

／
秋あ

き
や
ま山
哲て

つ

や也（
新
規
採
用
）

大
和
庁
舎 

総
合
窓
口
課

■
副
主
査
／
濱は

ま

の野
利り

い

こ

以
子
（
企
画

課
）
■
副
主
査
／
木き

む

ら村
友と

も

み美
■
主

事
／
大お

お

ば場
美み

さ

き咲
（
国
保
年
金
課
）

岩
瀬
庁
舎 

総
合
窓
口
課

■
副
主
査
／
田た

や谷
信の

ぶ
ゆ
き之

■
主
幹
／

川か

わ

な

ご

那
子
幸さ

ち

こ子
（
市
民
課
）

真
壁
庁
舎 

総
合
窓
口
課

■
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
長
／

大お
お
ぜ
き関
一い

ち
ろ
う郎（
ま
か
べ
幼
稚
園
）■
主

査
／
塚つ

か
だ田

の
ぶ
子こ
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
）■
主
査
／
高た

か

く久
幸さ

ち

こ子（
国
保
年

金
課
）■
主
査
／
石い

し
つ
か塚
真ま

ゆ

み

由
美
■

副
主
査
／
大お

お

ば場
真ま

ゆ

み

由
美
■
主
任
／

石い
し
か
わ川

久く

み

こ

美
子（
総
務
課
）

■
市
民
生
活
部
長
／
上う

え

の野
純じ

ゅ
ん（

国

保
年
金
課
）

事
／
山や

ま
な
か中
祐ゆ

み美（
秘
書
広
報
課
）

市
長
公
室
付
派
遣
職
員

■
筑
北
環
境
衛
生
組
合
派
遣
（
課

長
級
）
／
大お

お
よ
し吉
誠ま

こ
と（
収
税
課
）
■
県

西
総
合
病
院
派
遣
（
課
長
級
）
／

稲い
な
が
わ川

潤
じ
ゅ
ん

■
茨
城
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
派
遣
（
課
長
級
）
／

柴し
ば

保や
す
ゆ
き之（
国
保
年
金
課
）■
茨
城
租

税
債
権
管
理
機
構
派
遣
（
主
事
）

／
川か

わ
か
み上

佳よ
し
ひ
ろ宏（

収
税
課
）

■
総
務
部
長
／
上う

え

の野
幸こ

う
い
ち一（
教
育

委
員
会
）

総
務
課

■
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
兼

監
査
・
公
平
委
員
会
事
務
局
長
／

上う
え
の野

邦く

に

お夫（
監
査
・
公
平
委
員
会
事

務
局
）■
主
査
／
坪つ

ぼ

い井
昭

あ
き
ら

■
主
幹

／
仁に

へ

い平
富と

み

こ子（
市
民
課
）■
主
任
／

市い
ち
む
ら村
直な

お
ゆ
き之（
茨
城
県
派
遣
）■
主
事

／
中な

か
が
わ川
陽よ

う
へ
い平（
新
規
採
用
）

財
政
課

■
管
財
契
約
グ
ル
ー
プ
長
／
仙せ

ん

ば波

朝と
も
た
か孝（
税
務
課
）
■
主
査
／
園そ

の

だ田

哲て

つ

や也
■
主
査
／
初は

つ
し
ば芝

保
た
も
つ

■
副
主

査
／
戸と

し

ま嶋
忠た

だ
ゆ
き行

税
務
課

■
税
務
課
長
／
上う

え

の野
荘そ

う

じ司
（
財
政

課
）
■
資
産
税
グ
ル
ー
プ
長
／

阿あ

く

つ

久
津
裕ゆ

う

じ治
■
主
任
／
舘た

て 

亨と
お
る（

商

工
観
光
課
）
■
主
任
／
山や

ま
か
わ川

拓た

く

や也

等
学
校
長
と
し
て
退
職
す
る
ま

で
、
38
年
６
か
月
と
い
う
永
年

に
わ
た
り
教
育
の
発
展
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
旧

大
和
村
教
育
長
と
し
て
も
２
期

に
わ
た
り
務
め
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
「
今
回
の
受
章
は

誠
に
栄
誉
な
こ
と
で
喜
び
に
堪

え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
支
え
と

な
っ
て
く
れ
た
諸
先
輩
の
皆
様

を
は
じ
め
、
同
僚
や
家
族
に

心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
は
自
身
の
体
に
留
意
し

て
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
。」
と
、
受
章
の
喜
び
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
推
薦
さ
れ
選
任
し

ま
し
た
。

飯い
い
や
ま山 

祐ゆ
う
い
ち一 

氏
（
62
歳
）

保ほ

さ

か坂 

義よ
し
か
ず一 

氏
（
72
歳
）

◆
瑞

ず
い
ほ
う
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

宝
小
綬
章

　
海え

び

さ

わ

老
澤
昭

あ
き
ら 

さ
ん

　
元 

県
立
真
壁
高
等
学
校
長

（
88
歳
・
大
国
玉
地
区
）

　
海
老
澤
さ
ん
は
、
昭
和
21
年

９
月
に
茨
城
県
立
笠
間
農
学
校

（
現 

笠
間
高
等
学
校
）
で
教
員

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
、

昭
和
60
年
３
月
、
県
立
真
壁
高

■
市
長
公
室
長
／
森も

り 

毅た
け
し（
総
務
課
）

秘
書
広
報
課

■
市
長
公
室
次
長
兼
秘
書
広
報
課

長
／
潮う

し
お
だ田
昭あ

き
ひ
こ彦
■
主
査
／
佐さ

え

き伯

純じ
ゅ
ん
い
ち
一
（
生
活
安
全
課
）
■
主
任
／

久く

ぼ

し

ま

保
嶋
一か

ず
よ
し純

企
画
課

■
統
計
・
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
長

／
萩は

ぎ
わ
ら原
英ひ

で

お雄
（
秘
書
広
報
課
）■
主

査
／
鈴す

ず

き木
謙け

ん
い
ち一
■
主
査
／
佐さ

や谷

智さ
と
し（
情
報
政
策
課
）■
主
査
／
増ま

す
ぶ
ち渕

菜な

ほ

こ

穂
子
■
副
主
査
（
地
域
医
療
担

当
）
／
久く

み

き

見
木
憲け

ん
い
ち一
■
主
幹
（
地
域

医
療
担
当
）
／
長な

が
し
ま島
幸ゆ

き

お男
（
都
市
整

備
課
）
■
主
幹
／
近こ

ん
の
う納
裕ひ

ろ
ま
さ政（
総
務

課
）
■
主
幹
／
廣ひ

ろ
さ
わ澤
裕ゆ

み美
（
介
護
長

寿
課
）
■
主
幹
／
仁に

へ

い平
寿と

し
ひ
ろ洋（
情
報

政
策
課
）
■
主
事
／
赤あ

か

つ津
真ま

な奈
（
情

報
政
策
課
）

職
員
課

■
職
員
課
長
／
太お

お

た田
操み

さ
お（
会
計
課
）

■
職
員
課
付
主
幹
／
近こ

ん
の
う納
美み

ほ穂

（
国
保
年
金
課
）■
職
員
課
付
主
幹

／
松ま

つ
ざ
き崎
美み

ち

よ

智
代（
学
校
教
育
課
）■

職
員
課
付
主
任
／
岡お

か

の野
亮り

ょ
う
こ子（
国

保
年
金
課
）■
職
員
課
付
主
任
／

舘た
て

翔し
ょ
う
こ子（
企
画
課
）■
職
員
課
付
主

行
　
政

情
　
報
市の動き

市
農
業
委
員
を

�

選
任

①真壁町下谷貝 1116
②茨城県県西農業共済組合推薦
③担当地区／上谷貝北部・南部、
　東矢貝、大塚新田

①磯部 749
②桜川市土地改良区推薦
③担当地区／磯部、稲

桜
川
市
職
員
の

人
事
異
動
を
発
令

　

市
は
、
４
月
１
日
付
で
職
員
の
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
退

職
者
に
つ
い
て
は
３
月
31
日
付
で
す
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

（　

）
内
は
前
所
属　

市
長
公
室

総

務

部

市
民
生
活
部

保
健
福
祉
部

受
章
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

～
高
齢
者
叙
勲
～

　
高
齢
者
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
桜
川
市
か

ら
１
人
の
方
が
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

経

済

部

45
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長
兼
都
市
整
備
課
長
）
■
原は

ら

芳よ
し
ぶ
み文

（
市
民
生
活
部
環
境
対
策
課
長
）

■
皆み

な
か
わ川
忠た

だ
ひ
さ久（
市
民
生
活
部
生
活

安
全
課
長
）
■
石い

し

い井
省し

ょ
う
ぞ
う

三
（
保
健
福

祉
部
岩
瀬
・
や
ま
と
保
育
所
長
）

■
安あ

だ

ち達
徹と

お
る（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
）
■
田た

な

か中
勝か

つ
の
り則（
筑
北
環
境
衛
生

組
合
場
長
）
■
弓ゆ

げ削
和か

ず
ひ
ろ弘（
保
健
福

祉
部
健
康
推
進
課
グ
ル
ー
プ
長
）

■
中な

か
じ
ま島

睦む

つ

こ子
（
教
育
委
員
会
ま
か

べ
幼
稚
園
教
頭
）
■
大お

お
や
ま山

よ
し
江え

（
総
務
部
収
税
課
主
査
）
■
延の

ぶ
し
ま嶋

太た

み

お

美
夫
（
総
務
部
収
税
課
主
査
）■

廣ひ

ろ

せ瀬
米よ

ね

お雄
（
総
務
部
大
和
庁
舎
総

合
窓
口
課
主
査
）
■
飯い

い
ず
み泉

由ゆ

き

こ

起
子

（
総
務
部
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課

主
査
）
■
飯い

い
ず
み泉
弘ひ

ろ

こ子
（
市
民
生
活
部

市
民
課
人
権
啓
発
推
進
室
主
査
）

■
仲な

か

た田
恵え

み

こ

美
子
（
保
健
福
祉
部
児

童
福
祉
課
主
査
）
■
鴻こ

う

だ田
光み

つ

え江
（
保

健
福
祉
部
介
護
長
寿
課
主
査
）

■
田た

ば
や
し林
国く

に

お男
（
建
設
部
建
設
課
主

査
）
■
菊き

く

ち地
保た

も
つ（

監
査
・
公
平
委
員

会
事
務
局
主
査
）
■
大お

お
よ
し吉

典の

り

こ子
（
農

業
委
員
会
事
務
局
主
査
）
■
大お

お
や
ま山

孝た

か

こ子
（
保
健
福
祉
部
介
護
長
寿
課

主
幹
）
■
武た

け

い井
奈な

み

こ

美
子
（
保
健
福
祉

部
東
部
保
育
所
調
理
員
）
■
蛯え

び
さ
わ澤

喜き

み

こ

美
子
（
保
健
福
祉
部
北
部
保
育

所
調
理
員
）
■
髙た

か
ま
つ松
か
お
る
（
教
育

委
員
会
坂
戸
小
学
校
用
務
員
）
■

近こ
ん
ど
う藤

典の

り

こ子
（
教
育
委
員
会
桜
川
市

南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

文
化
財
課

■
文
化
財
課
長
／
石い

し
か
わ川
文ふ

み

お雄（
生

涯
学
習
課
）■
主
任
／
木き

む

ら村
智さ

と

し史
■

主
事
／
小こ

ば
や
し林

希の
ぞ
み（

生
涯
学
習
課
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■
主
査
／
秋あ

き
や
ま山

豊
ゆ
た
か

■
主
査
／

柳や
な
ぎ
だ田

勝
ま
さ
る

■
主
査
／
五い

が

ら

し

十
嵐
貴た

か
ひ
ろ裕

■
主
査
／
田た

な

か中
英ひ

で

お雄
■
事
務
補
／

大お
お
ぬ
き貫

浩ひ

ろ

こ子
（
秘
書
広
報
課
）

■
市
議
会
事
務
局
長
／
市い
ち
つ
か塚
邦く

に
ひ
こ彦

（
文
化
財
課
）■
主
査
／
仲な

か
た田
浩こ

う

じ司

■
農
業
委
員
会
事
務
局
長
／
仁に

へ

い平

忍し
の
ぶ

■
副
主
査
／
古こ

う

た

宇
田
み
ゆ
き

（
税
務
課
）
■
蘒は

ぎ

原わ
ら

一か
ず
の
り訓（
都
市
整

備
課
）

■
臼う

す

い井
典の

り
あ
き章（
市
長
公
室
長
）
■

山や

ま

だ田
澄す

み

お男
（
総
務
部
長
）
■
大お

お
か
わ川

正ま
さ
ひ
こ彦（

市
民
生
活
部
長
）
■
石い

し
ぼ
り堀

純じ
ゅ
ん（

保
健
福
祉
部
長
）■
髙た

か
ま
つ柗

輝て

る

と人

（
建
設
部
長
）
■
大お

お

わ

だ

和
田
清き

よ
し（
会
計

管
理
者
）
■
入い

り

え江
豊ゆ

た
か（
市
議
会
事
務

局
長
）
■
白は

く

た田
真ま

こ
と（

保
健
福
祉
部

参
事
）
■
小お

じ

ま嶌
弘ひ

ろ
し（

教
育
委
員
会

参
事
）
■
増ま

す
ぶ
ち渕
和か

ず

み美
（
建
設
部
次

学
校
教
育
課

■
教
育
委
員
会
次
長
兼
学
校
教
育

課
長
／
中な

か
じ
ま島
洋よ

う

じ治（
収
税
課
）■
主

査
／
二に

の
み
や宮

浩ひ

ろ

こ子（
文
化
財
課
）■
副

主
査
／
坪つ

ぼ

い井
さ
と
み（
社
会
福
祉

課
）■
主
事
／
五ご

と

う島
巧た

く
み（
新
規
採
用
）

■
桃
山
中
学
校
用
務
員
／
亀か

め

や屋

秀ひ

で

こ子
（
桜
川
中
学
校
）■
桜
川
中
学

校
用
務
員
／
関せ

き

百ゆ

り

こ

合
子（
桃
山
中

学
校
）

ま
か
べ
幼
稚
園

■
ま
か
べ
幼
稚
園
長
／
古ふ

る
は
し橋
正ま

さ
み
つ充

（
企
画
課
）
■
ま
か
べ
幼
稚
園
教

頭
（
グ
ル
ー
プ
長
）
／
金か

な

い

だ

井
田
伸の

ぶ

こ子

■
教
諭
（
副
主
査
）
／
石い

し
ば
し橋

明あ

け

み美

（
や
ま
と
幼
稚
園
）

や
ま
と
幼
稚
園

■
主
任
教
諭
（
主
査
）
／
藤ふ

じ

た田
明あ

け

み美

■
主
任
教
諭
（
主
査
）
／
園そ

の

だ田
み
ゆ

き
（
ま
か
べ
幼
稚
園
）
■
教
諭
（
主

任
）
／
藤ふ

じ

た田
愛あ

い

こ子

坂
戸
幼
稚
園

■
教
諭
（
副
主
査
）
／
金か

な
う
ち内

悦え

つ

こ子

（
岩
瀬
保
育
所
）

桜
川
市
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
副
主
査
／
田た

や

ま山
嘉よ

し
ひ
こ彦

生
涯
学
習
課

■
教
育
委
員
会
次
長
兼
生
涯
学

習
課
長
／
吉よ

し
わ
ら原
志し

ろ

う朗（
学
校
教
育

課
）■
伝
承
館
グ
ル
ー
プ
長
／
太お

お
た田

昇の

り

こ子
■
副
主
査
／
安や

す

だ田
ひ
と
み
■

主
事
／
飯い

い
む
ら村

亮り
ょ
う
た太（

新
規
採
用
）

都
市
整
備
課

■
都
市
整
備
課
長
／
井い

さ

か坂

徹
と
お
る

■

整
備
・
管
理
グ
ル
ー
プ
長
／
酒さ

か
よ
り寄

久ひ
さ
し（

建
設
課
）
■
都
市
政
策
グ
ル
ー

プ
長
／
斎さ

い
と
う藤

茂し
げ
る（

農
地
整
備
課
）

■
副
主
査
／
栗く

り
や
ま山
美み

つ

え

津
江
■
主
任

／
中な

か
が
わ川
貴た

か

お夫
■
主
事
／
山や

ま
ざ
き﨑
和か

ず
の
り典

（
新
規
採
用
）

■
上
下
水
道
部
長
／
大お

お

わ

だ

和
田
憲け

ん
い
ち一

（
下
水
道
課
）

下
水
道
課

■
上
下
水
道
部
次
長
兼
下
水
道
課

長
／
根ね

も

と本
貞さ

だ
お
き興（

農
地
整
備
課
）

水
道
課

■
主
幹
／
市い

ち
つ
か塚

清き
よ
み
ち順

■
主
任
／

安や

す

だ田
哲て

つ

や也
（
社
会
福
祉
課
）

■
会
計
管
理
者
／
杉す
ぎ
や
ま山

文ふ

み

お男
（
農

林
課
）

■
会
計
課
長
／
池い

け

だ田
繁し

げ

こ子
■
審
査

出
納
グ
ル
ー
プ
長
／
原は

ら

広ひ

ろ

こ子
（
国

保
年
金
課
）

■
教
育
委
員
会
教
育
部
長
／
米よ

ね
か
わ川

建た

け

お男
（
職
員
課
）

斎さ
い
と
う藤

守ま
も
る（

桜
川
市
土
地
改
良
事
務

局
）
■
農
地
整
備
グ
ル
ー
プ
長
／

永な

が

た田
茂し

げ
る（
農
地
整
備
課
）■
農
政
グ

ル
ー
プ
長
／
白は

く

た田
伸し

ん
い
ち一

■
主
査
／

柴し
ば

ま
り
子こ

（
農
地
整
備
課
）■
主
査

／
田た

ぐ

ち口
瑞み

ず

お男
（
農
地
整
備
課
）■
主

査
／
蟹か

に

雅ま
さ
か
ず一（
農
地
整
備
課
）■
主

査
／
岡お

か

の野
浩ひ

ろ

み美
（
真
壁
庁
舎
総
合

窓
口
課
）
■
主
幹
／
小こ

ば
や
し林

賢け
ん
い
ち一（

農

地
整
備
課
）
■
主
事
／
遠え

ん
ど
う藤

利と
し
ゆ
き幸

（
新
規
採
用
）

商
工
観
光
課

■
主
事
／
塚つ

か

だ田
将ま

さ

と人（
新
規
採
用
）

■
主
事
／
田た

な

か中
初は

つ

ね音
（
新
規
採
用
）

桜
川
市
土
地
改
良
事
務
局

■
参
事
補
（
次
長
級
）
兼
桜
川
市
土

地
改
良
事
務
局
長
／
飯い

い

だ田
成し

げ
の
ぶ信

（
情
報
政
策
課
）
■
主
査
／
荒あ

ら

い井

真ま

す

み澄
■
主
事
／
飯い

い
ぬ
ま沼

雄ゆ

う

た太
（
農
地

整
備
課
）

■
建
設
部
長
／
青あ

お
や
ぎ柳 

栄さ
か
え（

上
下
水

道
部
）

建
設
課

■
建
設
部
次
長
兼
建
設
課
長
／

小こ
ま
つ
ざ
き

松
﨑
裕ひ

ろ
お
み臣

■
主
査
／
島し

ま

だ田
晴は

る

お朗

■
主
幹
／
渡わ

た
な
べ邉
正ま

さ

と人
（
学
校
教
育

課
）
■
主
幹
／
大お

お

ば場
昌ま

さ

み己
（
生
活
安

全
課
）
■
主
事
／
安あ

だ

ち達
玲ひ

ろ

き貴
（
新
規

採
用
） 建

設

部

会

計

課

市
議
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

退

職

者

教
育
委
員
会

上
下
水
道
部
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真
壁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
藤ふ

じ

田た

宗そ
う

司じ

会
長
）
か

ら
、
真
壁
伝
承
館
内
の
真
壁
図
書
館
に
図
書
購
入

費
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
社

会
奉
仕
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
意
義
な

効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
組
織
さ
れ

た
団
体
で
、
今
回
の
寄
付
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
掲
げ

る
大
き
な
志
の
ひ
と
つ
で
あ
る
青
少
年
育
成
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
寄
付
金
を
石
川
教
育
長
に
手
渡
し
た
藤
田
会
長

は
、
「
子
ど
も
の
教
育
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
桜
川
市
総
合
運
動
公
園
を
メ
ー
ン
会
場
に
「
小

学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
「
第
７
回
桜
川
市
ス
ミ
ハ
ツ

カ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
、
強
風
の
中
激
戦
を
制
し

た
「
Ｊ
Ｓ
Ｃ
し
も
つ
ま
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、
株
式
会
社
ス
ミ
ハ
ツ
（
台
山
高
森

工
業
団
地
内
）
が
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
通
算
19
回
目
。
市

内
や
近
隣
市
町
か
ら
、
総
勢
24
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
市
内
か
ら
参
加
し
た
４
チ
ー
ム
の
内
か
ら
は
、

「
坂
戸
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
が
、
見
事

準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
「
植う

え

木き

定さ
だ

男お

（
寅
さ
ん
そ
っ
く
り
）
寅
さ
ん
の
心

を
伝
え
る
会
（
平ひ

ら

塚つ
か

節せ
つ

子こ

会
長
）」
か
ら
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
真
壁
の
町
並
み
の
復
旧
・
復

興
の
た
め
に
と
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
、
筑
西
ふ
る
さ
と
大
使
に
任
命
さ
れ

て
い
る
植
木
定
男
さ
ん
が
寅
さ
ん
に
扮
し
、
寅
さ

ん
の
心
を
演
じ
て
、
地
域
活
性
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
に
参
加
し
た
植
木
さ
ん

は
、
金か

な

釘く
ぎ

流り
ゅ
うと

い
う
独
特
の
文
字
で
、
人
生
応
援

詩
を
色
紙
に
作
成
し
、
寄
付
金
を
集
め
ま
し
た
。

　
植
木
さ
ん
は
、
「
復
興
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
破
損
し
て
い
た
真
壁
庁
舎
の

春
日
燈
籠
が
、
真
壁
石
材
協
同
組
合
（
伝
統
工
芸

士
会
）
の
伝
統
工
芸
士
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て

修
復
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
春
日
燈
籠
は
、
真
壁
庁
舎
建
設
当
初
（
昭

和
49
年
）
か
ら
あ
る
も
の
で
、
大
き
さ
は
５
尺
。

先
の
震
災
で
倒
れ
、
宝
珠
（
一
番
上
）
・
笠
・
火
袋

（
三
段
目
）
が
破
損
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
真
壁
石
材
協
同
組
合
の
メ
ン
バ
ー
が
、

そ
の
春
日
燈
籠
が
破
損
し
た
ま
ま
の
状
態
で
あ
る

こ
と
に
気
付
き
、
「
真
壁
石
燈
籠
」
の
技
術
・
技

法
を
継
承
す
る
伝
統
工
芸
士
の
皆
さ
ん
が
、
修
復

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

真
壁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

真
壁
伝
承
館
へ
図
書
購
入
費
を
寄
付

サ
ッ
カ
ー
大
会

「
第
７
回
桜
川
市
ス
ミ
ハ
ツ
カ
ッ
プ
」開
催

筑
西
市
の『
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
』

�

真
壁
の
町
並
み
復
興
へ
寄
付

真
壁
石
材
協
同
組
合

真
壁
庁
舎
の
春か

す

日が

燈ど

う

籠ろ

う

を
修
復

真
壁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
写
真
左
か
ら
藤
田
会
長
、

大お
お

木き

淳
じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
、
潮

う
し
お

田だ

新し
ん

正せ
い

さ
ん
）か
ら
石
川
教
育
長

（
写
真
右
）に
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

準
優
勝
し
た
坂
戸
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
さ

ん
と
株
式
会
社
ス
ミ
ハ
ツ
専
務
取
締
役
の
津つ

留る

高こ
う

英え
い

さ

ん（
写
真
右
上
）

植
木
さ
ん（
写
真
左
）か
ら
石
川
教
育
長（
写
真
中
央
）に

寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

真
壁
庁
舎
で
、
春
日
燈
籠
を
修
復
す
る
伝
統
工
芸
士

の
皆
さ
ん

Town Newsまちの話題
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５月納期の
税・保険料

税・保険料は納期内に納め
るようにしましょう。
　また、納め忘れがなく簡
単で便利な口座振替制度
をご利用ください。

軽 自 動 車 税 　 全 期
納期限／５月31日（金）

加波山

足尾山

稜線林道

きのこ山

桜川消防署

市役所
（真壁庁舎）

雨引観音市役所
（大和庁舎）

猿田小学校
文

41

65

140

150
7

①

②

http://www.yanagida-dc.com
桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296-76-3700

■診療時間／午前9：00～12：30
　　　　　　午後2：30～  7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日
　　　歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料19,800円～）

歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 1歯20万円～）

床　矯　正
（自由診療 9万円～）

桜川市真壁町桜井765-2

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所 ㈲ 吉 原 印 刷

企画・デザイン
カラー・カレンダー
名刺・ハガキ・ゴム印

真壁町真壁230（高上町通り）
TEL（0296）55‒0123
FAX（0296）54‒1823
E-mail y-print@agate.plala.or.jp

〉〉〉おもちゃ出張で買取り。

古物商許可・茨城県公安委員会　第４０１２２００００５１１号
お電話はお気軽に ☎090－3040－4115

ご不要なおもちゃ、捨てる前にぜひお電話を！
こちらから、お伺いいたします。
ご好評により、高めに買取りしております。

増田石材工業㈱　玩具事業部 増田俊伸
桜川市大国玉2056-1　10時～19時（不定休）

ウルトラマン・怪獣・ブロック・戦隊ヒーロー・
仮面ライダー・合体ロボット・LEGO・プラモデル・本など・・・

さくらがわ　2013.5.1さくらがわ　2013.5.1

電
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高

く
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

　
農
作
業
が
ご
多
忙
の
お
り
恐
縮

で
は
あ
り
ま
す
が
、
強
風
や
突
風

の
予
報
が
で
た
場
合
は
事
前
に
ご

使
用
中
の
農
事
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

を
今
一
度
点
検
す
る
な
ど
舞
い
上

が
り
（
飛
散
）
防
止
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
東
京
電
力 

茨
城
カ

ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー（

０
１
２
０-

９
９
５-

３
３
２
）

６
７
９
３-

２
０
１
６
）、
岩
瀬

体
育
館
「
ラ
ス
カ
」（
☎
０
２
９
６

-

75-

６
６
０
０
）、
真
壁
体
育
館

（
☎
０
２
９
６-

54-

０
７
５
３
）

農
林
課

　
近
年
、
送
電
線
に
農
事
用
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
が
付
着
す
る
事
故
が

多
発
し
て
お
り
ま
す
。
大
規
模
停

 

ツ
ー
ル
・
ド
・
さ
く
ら
が
わ

実
行
委
員
会

■
日
時
／
５
月
19
日
（
日
）

８
時
～
11
時

■
問
合
先
／
ツ
ー
ル
・
ド
・
さ
く

ら
が
わ
実
行
委
員
会（
☎
０
２
９
６

-

75-

２
３
０
４
）

生
涯
学
習
課

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
音
楽
愛
好
団
体
が
集
い
、
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
表
、
音
楽

文
化
の
振
興
を
は
か
り
ま
す
。

■
音
楽
祭
開
催
日
時
・
会
場

　
10
月
20
日
（
日
）、
真
壁
伝
承
館

ま
か
べ
ホ
ー
ル

■
応
募
資
格
／
①
桜
川
市
在
住
、

在
勤
、
通
学
の
方 

②
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
中
高
生
、
大
学
生
、
一
般

■
参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
出
演

に
係
る
費
用
は
自
己
負
担

■
出
演
条
件
／
①
演
奏
時
間
は
ス

テ
ー
ジ
出
入
り
込
で
15
分 

②
会

場
ま
で
の
送
迎
は
各
自
で
行
う
こ

と 

③
参
加
者
は
音
楽
祭
部
会
の

全
体
会
議
に
必
ず
出
席
す
る
こ

と 

④
準
備
・
運
営
・
片
付
け
な

ど
の
役
割
分
担
に
参
加
す
る
こ
と

■
申
込
期
限
／
５
月
31
日
（
金
）

ス
」（
桜
川
市
羽
田
９
８
９-

１
）

※�

第
三
次
は
合
格
者
に
通
知

■
試
験
内
容

【
第
一
次
】
教
養
試
験（
大
学
履
修

程
度
）、
作
文
試
験

【
第
二
次
】
適
性
試
験
な
ど

【
第
三
次
】
面
接
試
験

■
受
験
手
続
き
／
受
験
申
込
用
紙

を
持
参
ま
た
は
郵
送
。

　
受
験
申
込
用
紙
は
職
員
課
（
大

和
庁
舎
）、
総
合
窓
口
課（
岩
瀬
・

真
壁
庁
舎
）
に
あ
り
ま
す
。
郵
送

請
求
の
場
合
は
、
宛
名
を
明
記
し

た
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
）
に

１
２
０
円
切
手
を
貼
り
同
封
し
、

表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
て
職
員
課
に
請

求
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
５
月
31
日
（
金
）

※�

郵
送
申
込
み
は
消
印
有
効

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
職
員
課

（
〒
３
０
９-

１
２
９
３ 

桜
川
市
羽

田
１
０
２
３
、
平
日
９
時
～
17
時
、

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
１
２
１
１
）

■
受
験
資
格

【
一
般
事
務
】

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

【
障
が
い
者
一
般
事
務
】

①
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
平
成
８

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学

校
を
卒
業
し
た
方
若
し
く
は
、
平

成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方 

②
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
、
そ
の
障
が
い
の
程

度
が
１
級
か
ら
６
級
ま
で
の
方 

③

自
力
に
よ
る
通
勤
が
で
き
、
介
護

者
な
し
に
事
務
職
と
し
て
の
職
務

の
遂
行
が
可
能
な
方 

④
通
常
の
勤

務
時
間（
週
38
時
間
45
分
、
１
日
７

時
間
45
分
）に
対
応
で
き
る
方 

⑤

活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
お
よ
び

普
通
話
声
に
対
応
で
き
る
方

■
試
験
日
時
・
場
所

【
第
一
次
】
７
月
28
日（
日
）、
茨
城

大
学（
水
戸
市
文
京
２-

１-

１
）

【
第
二
次
】
８
月
24
日
（
土
）、
大

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ

職
員
課

■
採
用
職
種
・
予
定
人
員

【
一
般
事
務
】
10
名
程
度

【
障
が
い
者
一
般
事
務
】
若
干
名

■
職
務
内
容
／
本
庁
ま
た
は
出
先

機
関
で
一
般
事
務
に
従
事

義 

援 

金

　
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け

た
真
壁
の
町
並
み
の
復
興
に
、
義

援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
氏
名
／
O
・
S
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
ト
・

バ
ン
ド 

代
表 

大お
お

久く

保ぼ 

康や
す

和か
ず

　
様

お
知
ら
せ

募
　
集

市
職
員
募
集

（
平
成
26
年
度
採
用
）

農
事
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
に
よ
る

停
電
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

第
８
回
市
民
文
化
祭

音
楽
祭
参
加
者
募
集

桜川市の放射線量
測定日
（天気）

測定時間

９時 12時 15時

４/１（晴） 0.102 0.106 0.089

４/８（晴） 0.086 0.089 0.085

４/15（晴） 0.099 0.098 0.093

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
m（
毎
週
月
曜
日
に
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に

害
の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が

放
射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表

す
単
位

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58
-

５
１
１
１
・
75
-
３
１
１
１
代
表
）

※
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
の
測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　市民の皆様の声を行政
に反映するために、市長と
語り合ってみませんか。話
題はなんでも結構です。

■日時／ 5 月 27 日 ( 月 ) 
　　　　 ９ 時～ 12 時
　　　　13 時～ 16 時
■�場所／市役所 大和庁舎
　　　　（羽田 1023）
■�問合先／秘書広報課
　　　　（☎ 58-5111・

75-3111 代表）
※�次回／ 6 月 25 日( 火 )

は、  岩瀬中央公民館
で、“市政懇談会”を開
催します。

市長と語ろう!
「市民の日」

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
さ
く
ら
が
わ
」

に
伴
う
交
通
規
制

■規制箇所
①県道７号線／約３. ２km
　　　　　　　石岡方面片側車線車両規制
②稜線林道／約 18. １km
　　　　　　全面通行止め

※�

参
加
結
果
は
、
６
月
10
日（
月
）

ま
で
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
お
近
く
の
公

民
館
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
可
。
用
紙
は
公

民
館
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
文
化
協
会
音
楽
祭
部
会 

富と
み
お
か岡（
☎
０
２
９
６-

70-

４
１
５
６
）

●

　

●

　

●

　

●

　

●

○
桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

　
自
然
に
親
し
み
、
新
緑
と
季
節

の
花
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
程
／
５
月
26
日
（
日
）、
集
合

場
所
・
時
間
な
ど
は
参
加
者
に
連

絡
し
ま
す
。

■
行
先
／
大
平
山
（
栃
木
県
）

■
参
加
料
／
会
員 

２
，
０
０
０

円
、
非
会
員 

３
，
０
０
０
円

■
申
込
期
限
／
５
月
22
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川

ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ（
☎
０
９
０-

大お

お

平ひ

ら

山さ

ん

ハ
イ
キ
ン
グ
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健康ガイド
Health guide

《問合先》  健康推進課
　　　　  ☎0 2 9 6 -75 - 315 9（直通）
　　　　  ☎58-5111・75-3111（代表）

月分6

介護のご相談は 

居宅介護支援事業所 

☎0296-20-6071 ☎0296-58-5058 

さくらがわ

入所・短期入所・ 
通所リハビリテーション 

内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

介護老人保健施設 

☎0296-20-6071 
URL:http://www.douaikai.or.jp

さくらがわ 延島クリニック
とびた歯科クリニックニック 検索

☎70-4618
（休診日：日曜・祝日、水曜）

パワーマート岩瀬店前　平日6：30まで受付
ナ　オ　　　シ　ロ　イ　ハ

スタッフ募集中

とびた歯科クリニック 勉強がらくになるのは公文式!
はじめよう！

真壁中央・十里・明野ピース・スフィア教室

真壁中央：桜川市真壁町田52-4

ぜひ一度、

 教室を見に

  来て下さい
。

乳幼児教室
小学生教室
中学生教室
高校生教室

代表0296-57-2969

さくらがわ　2013.5.1さくらがわ　2013.5.1

 

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
24
年
６
月
生

・
日
程
／
６
月
24
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
23
年
10
月
・
11
月
生

・
日
程
／
６
月
18
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

０
６
０
０

※�

当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場

合
は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

 

禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
工
夫

①
禁
煙
の
準
備

・�

何
の
た
め
に
禁
煙
す
る
の
か

「
目
標
」
を
決
め
、
周
囲
の
人

に
禁
煙
を
宣
言
す
る
。

・�

た
ば
こ
、
ラ
イ
タ
ー
、
灰
皿
な

ど
を
身
の
周
り
に
置
か
な
い
。

・
禁
煙
仲
間
を
見
つ
け
る
。

②
禁
煙
を
実
行

・�

吸
い
た
く
な
っ
た
ら
冷
た
い
水

を
飲
ん
だ
り
、
ガ
ム
を
噛
む
。

・�

ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
や
ガ
ム
を
利

用
す
る
。

・
禁
煙
外
来
を
利
用
す
る
。

■
禁
煙
外
来

　
ニ
コ
チ
ン
依
存
度
が
高
い
な
ど

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
医
療
機

関
で
保
険
診
療
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
費
用
は
、
３
か
月
で
２
万
円

程
度
で
す
。

▼
桜
川
市
で
禁
煙
治
療
に
保
険
が

使
え
る
医
療
機
関
（
茨
城
県
保
健

予
防
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

・�

内
科
宮
本
医
院（
真
壁
町
古
城

２
２
９-

１
、
☎
０
２
９
６-

55-

０
１
０
１
）

・�

袖
山
医
院
本
院（
西
桜
川
１-

43
、

☎
０
２
９
６-

75-

２
０
１
９
）

・�

平
島
医
院
（
岩
瀬
１
９
８
、
☎

０
２
９
６-

75-

２
５
１
０
）

※�

必
ず
電
話
予
約
を
し
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
３
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
22
年
４
月
・
５
月
生

・
日
程
／
６
月
19
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、

目
と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

■
育
児
相
談

・�
対
象
／
Ｈ
24
年
12
月
・
Ｈ
25
年

１
月
生

・
日
程
／
６
月
14
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

 

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
24
年
４
月
・
５
月
・

６
月
生

・
日
程
／
６
月
20
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
離
乳
食
教
室
（
要
予
約
）

・�

対
象
／
生
後
５
～
10
か
月
児
の

保
護
者

　
任
意
の
予
防
接
種
「
お
た
ふ
く

か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
」
と
「
水
痘
ワ
ク

チ
ン
」
を
市
内
の
協
力
医
療
機
関

で
接
種
す
る
場
合
、
費
用
の
一
部

助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
者
／
２
歳
児
、
３
歳
児

■
接
種
場
所
／
市
内
医
療
機
関

■
接
種
費
用
／
助
成
額
は
各
２
，

０
０
０
円
で
す
。
医
療
機
関
で
助

成
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

■
接
種
回
数
／
い
ず
れ
も
1
回

■
接
種
方
法
／
市
内
の
医
療
機
関

へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
品
／
母
子
健
康
手
帳

■
問
合
先
／
健
康
推
進
課
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
５
９
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

・
日
程
／
６
月
５
日
（
水
）

・
会
場
／
大
和
中
央
公
民
館

・
受
付
時
間
／
10
時
～
12
時

・�

持
参
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
ま

た
は
バ
ン
ダ
ナ
、
ス
リ
ッ
パ
、

ふ
き
ん
１
枚

■
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

・�

対
象
／
子
宮
が
ん
検
診
…
20
歳

以
上
の
女
性
、
乳
が
ん
検
診
…

30
歳
以
上
の
女
性
（
66
歳
以
上

は
、
偶
数
年
齢
の
方
）

・�

日
程
／
６
月
３
日
（
月
）
～
７
日

（
金
）、
10
日
（
月
）
～
12
日
（
水
）、

26
日
（
水
）
～
28
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
12
時
～
12
時
30
分

・�

内
容
／
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
（
超
音
波
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
査
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。）

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

・�

対
象
／
大
和
地
区
の
40
歳
以
上

の
方

・�

日
程
／
６
月
21
日（
金
）、
22
日（
土
）

・�

会
場
／
大
和
体
力
増
進
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
６
時
30
分
～
９
時

・�

内
容
／
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、

胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
前
立
腺

が
ん
検
診

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア（
要
予
約
）

・�

日
程
／
６
月
４
日
・
11
日
・
18

日
（
火
）
・
26
日
（
水
）

・�

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時

30
分

・�

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
健
康
相
談

・
対
象
／
乳
幼
児
～
高
齢
者

・
日
程
／
６
月
６
日
（
木
）、
20
日

（
木
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁

舎
）、
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※�

子
ど
も
の
計
測
、
離
乳
食
・
栄

養
相
談
希
望
者
は
、
要
予
約

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
６
月
17
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担

当
し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
６
月
12
日
（
水
）

・
会
場
／
市
役
所
真
壁
庁
舎

・�

受
付
時
間
／
10
時
～
12
時
、
13

時
～
15
時
30
分

 

６
月
２
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
袖
山
医
院
本
院

・
住
所
／
西
桜
川
１-

43

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
０
１
９

 

６
月
９
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
内
科
宮
本
医
院

・�

住
所
／
真
壁
町
古
城
２
２
９-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
１
０
１

 

６
月
16
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
上
の
原
病
院

・�

住
所
／
上
野
原
地
新
田
１
５
９-

２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
３
０
（
休
日
専
用
）

 

６
月
23
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
大
塚
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
９
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
５
１
２

 

６
月
30
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
山
王
病
院

・
住
所
／
岩
瀬
42

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

母
と
子
の
健
康
づ
く
り

「
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
」

　
「
水
痘
ワ
ク
チ
ン
」

接
種
費
用
の
一
部
助
成

健
康
相
談

成
人
健
康
診
査

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

献　

血

精
神
保
健

５
月
31
日（
金
）は
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
す

禁
煙
は
い
つ
か
ら
始
め
て
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
あ
、
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
！

　あなたのニコチン依存度をチェック

1 自分が吸うつもりよりも、ずっと多くたばこ
を吸ってしまうことがある

2 禁煙や本数を減らそうと試みて出来なかった
ことがある

3 禁煙したり本数を減らしたときに、たばこが
ほしくてたまらなくなったことがある

4

禁煙したり本数を減らそうとしたときに、次
の症状がある。（イライラ、神経質、落ち着
かない、集中しにくい、ゆううつ、頭痛、眠
気、胃のむかつき、脈が遅い、手の震え、食
欲または体重の増加）

5 上の症状を消すために、またたばこを吸い始
めたことがある

6 重病にかかって、たばこはよくないとわかっ
ているのに吸ったことがある

7 たばこで健康問題が起きているとわかってい
ても吸ったことがある

8 たばこで精神的問題が起きているとわかって
いても吸ったことがある

9 自分はたばこに依存していると感じることが
ある

10 たばこが吸えないような仕事やつきあいを避
けたことが何度かある

5 つ以上当てはまったらニコチン依存と診断
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坂入税理士事務所坂入税理士事務所
筑西市横島229-5

TEL 0296（22）4155　FAX 0296（25）1136
H P http://sakairikaikei.tkcnf.com/pc/

相続税・所得税・法人税
その他税務に関するご相談
お待ちしております!

寄贈してくださいいしてください寄贈

筑西市茂田、ザ・ヒロサワ・シティ内では、毎年学童の交通安全
を願って、100余のこいのぼりが大空高く泳いでいます。
各家庭で寄贈いただける「こいのぼり」がございましたらご連
絡をお願いいたします。

■問合せ・連絡先／下館ゴルフ倶楽部　担当：江田（えだ）
　　　　　　　　  電話0296-20-1111

さくらがわ　2013.5.1

　
４
月
５
日
（
金
）、
神
奈
川
県
の

海
老
名
市
役
所
に
お
い
て
、
海
老

名
市
・
那
珂
市
・
桜
川
市
の
３
市

間
で
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
桜
川
市
で
は
、
２
年
前
の
「
未

曾
有
」
「
想
定
外
」

と
い
う
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
に
、

災
害
発
生
時
に
迅

速
に
対
応
で
き
る

危
機
管
理
体
制
の

確
立
や
地
域
防
災

力
の
強
化
な
ど
、

更
な
る
災
害
に
強

い
、
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、

以
前
か
ら
友
好
関

係
の
あ
っ
た
３
市

長
が
、
お
互
い
に
申
し
入
れ
を
し

た
結
果
、
今
回
の
協
定
締
結
が
実

現
し
た
も
の
で
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
懸
念

さ
れ
る
一
方
で
、
本
県
の
東
海
村

原
発
も
不
安
定
な
状
況
下
、
地
域

性
が
異
な
る
３
市
が
、
地
震
や
風

水
害
な
ど
の
災
害
時
に
、
救
助
や

応
急
復
旧
の
た
め
の
人
員
派
遣
・

食
糧
や
水
の
提
供
・
避
難
者
の
支

援
な
ど
の
応
援
協
定
を
結
ぶ
こ
と

は
、
相
互
の
安
心
・
安
全
を
確
保

す
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
桜
川
市
で
は
、
災
害
時
に
備

え
、
県
内
全
市
町

村
を
は
じ
め
国
や

県
外
の
34
区
市
町

と
様
々
な
防
災
上

の
協
定
を
結
ぶ
一

方
で
、
物
資
供
給

に
関
す
る
協
定
な

ど
複
数
の
民
間
企

業
と
も
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
。

　
災
害
に
県
境
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
意
味
で
、
近

隣
の
自
治
体
同
士

が
と
も
に
被
災
地

に
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
民
間
企
業
な
ら
び
に
県
境

を
越
え
た
自
治
体
と
の
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
（
無
境
界
）
の
協
力
体
制
の
構

築
が
、
市
民
の
皆
様
の
安
心
・
安

全
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
（
株
）
常
陽
銀
行
か
ら
、
桜
川
市

内
の
小
学
校
新
一
年
生
全
員
に
、

防
犯
ブ
ザ
ー
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。

　
近
年
、
下
校
途
中
の
子
ど
も
た

ち
が
不
審
者
か
ら
声
を
か
け
ら
れ

た
り
、
自
動
車
に
無
理
矢
理
の
せ

ら
れ
そ
う
に
な
っ

た
り
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ

そ
う
に
な
る
ケ
ー

ス
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
、
こ

の
寄
贈
は
平
成
17

年
の
同
銀
行
創
立

70
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て

始
ま
っ
た
も
の

で
、
「
様
々
な
防

犯
対
策
が
叫
ば
れ

る
中
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
社
会
づ
く
り
に
微
力
な
が
ら
も

貢
献
し
た
い
。」
と
い
う
同
銀
行

の
思
い
か
ら
、
そ
の
後
、
毎
年
行

わ
れ
、
今
年
で
９
回
目
と
な
り
ま

す
。
可
愛
い
動
物
の
形
を
し
た
防

犯
ブ
ザ
ー
は
、
市
内
11
校
の
新
小

学
生
３
７
３
人
に
配
ら
れ
、
ラ
ン

ド
セ
ル
な
ど
に
付
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち

が
身
に
危
険
を
感
じ
た
時
や
、
さ

ら
に
そ
の
時
恐
怖
で
声
が
出
な
く

な
っ
た
時
な
ど
の
万
一
の
際
に
、
大

き
な
音
で
危
険

を
周
囲
に
知

ら
せ
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
防

犯
ブ
ザ
ー
は
、

犯
罪
者
を
威
嚇

す
る
と
と
も
に

子
ど
も
た
ち
が

救
助
を
求
め
て

い
る
こ
と
を
周

囲
に
知
ら
せ
る

機
能
が
あ
り
ま

す
。

　
寄
贈
の
た
め

に
石
川
教
育
長

を
訪
ね
た
、
同
銀
行
の
糸い

と

長な
が

真
壁

支
店
長
は
、「
登
下
校
中
な
ど
で
、

ど
の
よ
う
な
危
険
が
起
き
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
、
防
犯

の
助
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
ま
し
た
。

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス（
無
境
界
）の

災
害
防
災
協
定
の
締
結
（
株
）常
陽
銀
行
か
ら

新
一
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
の
寄
贈

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
た（
写
真
左
か
ら
）
那
珂
市
長
、
海
老

名
市
長
、
桜
川
市
長

石
川
教
育
長（
写
真
右
）に
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
手
渡
す

糸
長
支
店
長（
写
真
左
）
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歴
史
資
料
館
だ
よ
り

No.49
教育委員会文化財課
文化財グループ
（☎58-5111・75-
 3111 代表）

弁護士法人
茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原慎二／弁護士　平久　真／弁護士　鈴木　元

萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金 9：00～12：00、13：00～17：30）

交通事故法律相談会開催のお知らせ
日　時：５月18日（土）　９：30～19：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
予約制となります。 どなたでも無料でご相談いただけます。

無料相談会開催のお知らせ
日　時：５月26（日）　９：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
予約制となります。 どなたでも無料でご相談いただけます。

さくらがわ　2013.5.1

　
「
富
谷
観
音
」
の
名
で
知
ら
れ

る
小
山
寺
は
市
内
北
部
の
富
谷
地

区
に
位
置
し
、
天
平
７（
７
３
５
）

年
の
開
山
と
伝
え
ま
す
。
関
東
以

北
で
最
も
古
い
（
１
４
６
５
年
建

立
）
小
山
寺
三
重
塔（
国
指
定
重
要

文
化
財
）
を
は
じ
め
数
多
く
の
文

化
財
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

　
小
山
寺
仁
王
門
（
県
指
定
文
化

財
）
は
江
戸
時
代
の
半
ば
、
享
保

17
（
１
７
３
２
）
年
の
建
立
で
、
関

東
の
重
要
文
化
財
を
次
々
と
手

掛
け
た
中
郡
羽
黒
（
桜
川
市
西
小

塙
）
の
大
工
棟
梁
、
桜さ

く
ら
い井
瀬せ

べ

え

兵
衛

一
派
の
弟
子
、
藤ふ

じ

た田
孫ま

ご
へ
い
じ

平
次
（
笠

間
市
箱
田
）
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
約
２
８
０
年
を
経
て
各
所
に
破

損
が
目
立
ち
危
険
と
な
っ
た
た

め
、
平
成
23
・
24
年
度
の
２
か
年

で
県
と
市
の
補
助
を
受
け
な
が
ら

解
体
修
理
を
行
い
ま
し
た
。

　
明
治
30
年
の
修
理
で
２
階
が
切

り
詰
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
解
体
調
査
に
よ
り

建
立
当
初
の
構
造
や
屋
根
の
形
状

が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
り
、
本

来
の
荘
厳
な
様
式
を
復
元
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た（
写
真

参
照
）。

　
修
理
の
設
計
や
工
事
は
重
要
文

化
財
の
修
理
技
術
を
持
つ
業
者
が

行
い
、
約
８
割
の
部
材
は
再
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
交
換

す
る
部
材
を
最
小
限
に
抑
え
、
歴

史
的
な
材
料
と
先
人
の
優
れ
た
技

術
を
将
来
に
伝
え
る
こ
と
も
、
文

化
財
修
理
の
大
切
な
役
割
で
す
。

■
日
時
／
6
月
30
日（
日
）、
10
時
～

■
場
所
／
社
会
体
育
研
修
セ
ン

タ
ー
（
真
壁
町
古
城
３
７
７
、
真

壁
体
育
館
と
な
り
）

■
講
師
／
文
化
財
課
職
員

■
内
容
／
南
北
朝
時
代
か
ら
戦
国

時
代
に
、
桜
川
市
に
は
２
つ
の
巨

大
城
郭
が
あ
り
ま
し
た
。
真
壁
城

跡
と
亀
熊
城
跡
の
歴
史
と
考
古
資

料
を
調
べ
、
現
地
を
歩
い
て
わ

か
っ
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
参
加
費
／
無
料

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
文
化
財
課（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
２
１
）

天井絵修理の様子

県
指
定
文
化
財
小お

山や

ま

寺じ

仁
王
門
の
保
存
修
理
が
完
了

2 階の高さを戻し入母屋造の屋根で復元 修理前の寄棟、瓦葺で背の低い仁王門

飾り彫刻を修理している様子

桜
川
市
の
中
世
城
郭
を
学
ぶ

「
真
壁
城
跡
と
亀
熊
城
跡
」

歴
史
講
座
の
ご
案
内
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さくらがわ
■サイズ　１枠45mm×85mm、２枠45mm×172mm
■掲載料  １枠10,000円、２枠20,000円
　（月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 ☎５８-５１１１・７５-３１１１、内線１２６８

有料広告
募集中！

広
  報

【写真アルバム】
桜川・筑西・結城・下妻の昭和
６月下旬発売予定
1,500部限定出版

ご予約受付中
早期ご予約の方に粗品進呈

ムラカミ書店
桜川市真壁町真壁198 TEL0296-55-3160

さくらがわ　2013.5.1

新 刊 介紹BOOK  REVIEW

大 和 中 央 公 民 館

岩 瀬 中 央 公 民 館

真壁伝承館 真壁図書館

貸
出
期
間▶

２
週
間（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間▶

９
時
〜
17
時

休
館
日▶

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先▶

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

貸
出
期
間▶

２
週
間（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間▶

９
時
〜
17
時

休
館
日▶

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先▶

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

貸
出
期
間▶

２
週
間（
資
料
合
計
：
１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間▶

平
日
10
時
〜
18
時
、
土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休
館
日▶

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先▶

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

【今月のお薦め本】

【今月のお薦め本】

【今月のお薦め本】

ねむりひめ
荒井　良二　著

色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年
村上　春樹　著

空飛ぶ広報室
有川　浩　著

《児童図書》
くちびるに歌を	 	 	 中田　永一 著
毎日おかあさん ９		 	 西原　理恵子 著
だるまさんが	 	 	 かがくい ひろし さく
ひまわりのおか	 	 	 ひまわりをうえた八人のお母さんと葉方丹 文
コミック よつばと！ 11　	 	 あずま きよひこ 著
《一般図書》
スタンフォードの自分を変える教室	 ケリー・マクゴニカル 著
ブルーマーダー	 	 	 誉田　哲也 著
何者	 	 	 	 朝井　リョウ 著
ちょうちんそで	 	 	 江國　香織 著
世界から猫が消えたなら	 	 川村　元気 著
夢を売る男	 	 	 百田　尚樹 著

《児童図書》
オレたちの明日に向かって	 	 八束　澄子 著
嵐にいななく	 	 	 L.S. マシューズ 作／三辺　律子 訳
ともだちのはじまり	 	 最上　一平 作／みやこしあきこ 絵
７いろのにじのものがたり	 	 佐草　一優 作／みぞぶちまさる 絵
《一般図書》
｢童石｣ をめぐる奇妙な物語		 深津　十一 著
魔法使いは完全犯罪の夢を見るか？	 東川　篤也 著
白夜行	 	 	 	 東野　圭吾 著
きほんの園児おべんとう	 	 脇　　雅世 監修

《児童図書》
おおかみこどもの雨と雪	 	 細田　　守 作
ちょっとした奇跡　晴れた日は図書館へいこう２	 緑川　聖司 作
びんぼうがみとふくのかみ	 	 富安　陽子 文／飯野　和好 絵
ルリユールおじさん	 	 いせひでこ 作
としょかんライオン	 	 ミシェル・ヌードセン 作／ケビン・ホークス 絵
しょうぼうじどうしゃ　じぷた	 渡辺　茂男 作／山本　忠敬 絵
《一般図書》
日本の七十二候を楽しむ	 	 白井　明大 文／有賀　一広 絵
股関節の痛みをとって、美しくさっそうと歩く	 平川　和男 監修
東の海神　西の滄海	 	 小野不由美 著
残り全部バケーション	 	 伊坂幸太郎 著
屍者の帝国	 	 	 伊藤　計劃・円城　　塔 著
まりしてん誾千代姫	 	 山本　兼一 著
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文
芸　

さ
く
ら
が
わ

市民の皆様の声を行政に反映するために、

市長とお話ししてみませんか。話題はなんで

も結構です。

■時　間／9時～12時・13時～16時

■場　所／市役所 大和庁舎 1階談話室

■問合先／秘書広報課

　　　　  （☎58-5111・75-3111代表）

さくらがわ　2013.5.1

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
鼻
唄
に
し
て
春
耕
す�

小
林
　
啓
治

母
想
ひ
妻
を
想
ひ
て
菜
飯
炊
く�
荻
原
　
勅
彦

青
空
に
辛
夷
は
錆
を
深
め
け
り�

三
代
み
ち
よ

木
の
芽
風
頬
な
で
て
ゆ
く
万
歩
計�

入
山
ひ
ろ
子

娘
と
登
る
墓
山
水
仙
雪
柳�

若
色
寿
美
女

表
札
の
残
る
空
家
の
沈
丁
花�

金
田
と
う
女

約
束
の
日
の
二
重
丸
取
り
替
え
る�

細
谷
　
充
女

花
筏
夢
を
彩
る
岸
部
宿�

永
瀬
　
ち
い

静
寂
な
花
の
中
な
る
薬
師
堂�

齋
藤
　
み
よ

陽
炎
や
農
に
転
機
の
兆
し
あ
り�

萩
原
き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】　

ジ
ー
ン
ズ
の
穴
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
風
光
る�

笠
倉
　
陽
子

鳥
帰
る
避
け
て
通
れ
ぬ
こ
と
多
し�

海
老
沢
静
夫

鳥
帰
る
ゆ
く
て
の
空
の
雲
厚
き�

大
関
　
く
に

無
事
祈
る
海
原
千
里
鳥
帰
る�

宮
本
　
芳
江

空
に
舞
ひ
瓦
礫
見
下
ろ
す
鯉
の
ぼ
り�

松
崎
　
い
ま

上
曾
越
ゆ
木き

ぶ

し

五
倍
子
の
花
に
触
れ
も
し
て�

吉
原
　
京
子

【
や
ま
と
早
蕨
歌
会
】

屋
根
裏
に
巣
を
作
ろ
う
と
懸
命
に
出
来
ず
あ
き
ら
め

帰
る
つ
ば
く
ろ�

榎
戸
　
栄
子

ひ
さ
び
さ
の
眠
れ
ぬ
夜
を
も
て
あ
ま
し
戸
外
を
見
れ

ば
桜
明
る
し�

木
藤
　
と
み

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

筑
波
遠
足
あ
の
日
を
思
う
今
は
年
寄
り
仰
ぐ
だ
け

�

岩
瀬
き
み
子

口
を
大
き
く
開
い
で
待
て
ば
腹
も
膨
む
鯉
幟
り

�

つ
く
志
輝
美

愛
の
よ
ろ
こ
び
初
め
て
知
っ
た
花
の
匂
い
と
朧
月

�

一
木
み
ど
り

お
か
め
顔
だ
が
気
は
お
だ
や
か
な
か
か
あ
の
産
地
は

米
ど
こ
ろ�

稲
葉
　
建
正

田
植
え
す
る
に
も
燃
費
は
値
上
げ
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

泣
か
さ
れ
る�

田
　
　
哲
人

新
緑
の
も
み
じ
小
枝
を
折
り
さ
し
て
逝
き
し
友
ら
を

語
り
つ
づ
け
し�

佐
藤
　
悦
子

筑
波
嶺
の
芽
吹
き
の
彩
や
夕

ひ

日
に
映
え
て
あ
か
ね
色

増
す
春
紅
葉
か
な�

田
中
　
き
み

満
開
の
牡
丹
の
花
を
洋
皿
に
盛
り
て
な
が
め
し
今
し

崩
れ
む�

中
原
す
み
子

吹
く
風
に
さ
み
ど
り
の
山
波
う
て
り
　
可
視
光
線
を

放
て
る
ご
と
し�

中
島
　
龍
子

鬼
怒
川
の
疾
き
流
れ
に
竿
を
ふ
り
鮎
釣
る
夫
の
た
く

ま
し
か
り
き
日�

北
条
　
正
子

さ
き
が
け
の
火
の
匂
い
し
て
渡
良
瀬
の
卯
月
の
風
は

肩
を
な
で
ゆ
く�

皆
川
　
米
子

春
昼
や
夫
か
ら
妻
へ
大
欠
伸�

竹
林
　
て
る

桜
咲
き
静
か
に
老
い
て
ゆ
く
如
し�

鈴
木
ノ
ブ
子

目
に
や
さ
し
風
に
綾
な
す
糸
柳�

田
崎
　
信
子

生
温
き
風
に
揺
ら
ぎ
し
蝌
蚪
の
紐�

今
井
　
繁
子

震
災
の
ま
だ
帰
れ
ず
に
鳥
帰
る�

植
田
　
祥
雲

海
原
の
う
ね
り
輝
く
涅ね

は

ん

に

し

槃
西
風�

海
老
沢
幸
子

坂
の
ぼ
り
下
る
坂
町
桃
の
花�

吉
原
　
秀
子

つ
く
ば
野
に
農
機
の
ひ
び
き
山
笑
う�

金
子
　
弘
毅

ま
た
覚
め
て
八
十
路
の
春
の
夢
見
か
な�

君
島
真
理
子

烈
公
の
書
へ
山さ
ん
し
ゅ
ゆ

茱
萸
の
花
明
り�

飯
山
　
　
昭

【
一
般
投
稿
】

そ
よ
風
と
さ
く
ら
サ
ク
ラ
散
歩
道�

友
常
こ
ち
ょ
う

俳
　
句

短
　
歌

俚
　
謡
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桜
川
市
出
身
の
直
木
賞
作
家
、

故
・
海
老
沢
泰
久
さ
ん
の
愛
用
品

や
作
品
な
ど
を
展
示
し
た
「
海
老

沢
泰
久
展
」
が
、
真
壁
伝
承
館
・

真
壁
図
書
館
で
開
催
中
で
す
。

　
こ
の
展
覧
会
開
催
の
き
っ
か
け

は
、
同
氏
の
妻
・
順じ

ゅ
ん
こ子
さ
ん
が
、「
夫

の
古
里
の
役
に
立
て
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。」
と
、
同
氏
の
生
原
稿
や

ペ
ン
・
机
な
ど
約
２
，
５
０
０
点

を
桜
川
市
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
で
し
た
。

　
同
氏
は
、
本
市
真
壁
町
酒
寄
地

区
生
ま
れ
。
地
元
の
紫
尾
小
学

校
・
桃
山
中
学
校
に
通
い
、
下
妻

第
一
高
等
学
校
か
ら
国
学
院
大
学

文
学
部
に
進
学
。
卒
業
後
は
、
同

大
で
の
研
究
所
勤
務
を
し
な
が
ら

小
説
を
書
き
、
昭
和
49
年
「
乱
」

で
小
説
新
潮
新
人
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
も
作
家
と
し
て
多
く
の

作
品
を
執
筆
し
、
昭
和
63
年
に

は
、
「
Ｆ
１
地
上
の
夢
」
で
新
田

次
郎
文
学
賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
、

平
成
６
年
に
は
、
成
熟
と
喪
失
を

テ
ー
マ
に
し
た
短
編
小
説
集
「
帰

郷
」
で
第
１
１
１
回
直
木
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
会
場
の
真
壁
図
書
館
２
階
に

は
、
遺
品
や
愛
用
品
を
展
示
。
１

階
に
は
、「
Ｆ
１
地
上
の
夢
」
や
「
帰

郷
」、
「
美び

み

ら

い

さ

ん

味
礼
讃
」
な
ど
同
氏
の

作
品
が
並
び
、
そ
の
作
品
を
借
り

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
今
後
、
真
壁
図
書
館
で
は
展
示

替
え
を
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
あ

る
同
氏
の
遺
品
や
愛
用
品
を
多
く

の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
工
夫
し
な
が
ら
展
示
し
て
い

く
予
定
で
す
。

※このコーナーに掲載を希望の方は、秘書広報課（☎ 58-5111・75-3111）までお申し込みください。

発行：桜川市 / 月２回（１日 /15 日）
編集：市長公室秘書広報課
TEL：0296-58-5111・75-3111（代表）
FAX：0296-58-5115
〒 309-1293 茨城県桜川市羽田 1023 番地
ホームページ http://www.city.sakuragawa.lg.jp
E メール info@city.sakuragawa.lg.jp

５月１日発行 【 表　紙 】
4 月 14 日（日）、雨引山楽法寺で約 370 年の歴史を持
ち日本 2 大鬼祭の一つ「マダラ鬼神祭」が行われました。
この祭りは、14 世紀末に同寺が戦火で焼失した時、マ
ダラ鬼神が馬で現れ、大勢の鬼たちを指図し 7 日 7 夜
で再建したという言い伝えによるもので、祭りでは鬼
神と鬼たちが護摩壇の周りで鬼踊りを披露。最後には
マダラ鬼神たちが破魔矢を境内に放ちます。

おっきくなぁれ !

池い

け

田だ 

百も

栞か

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

  

平
成
23
年
２
月
22
日 

生
（
本
木
地
区
）

軽か

る

部べ 

莉り

子こ

ち
ゃ
ん

  

平
成
24
年
５
月
３
日 

生
（
岩
瀬
地
区
）

枝え

だ

　 

凛り

お

音ん

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

  

平
成
20
年
11
月
26
日 

生

（
真
壁
町
飯
塚
地
区
）

ひ
ぃ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　

我
が
家
の
か
わ
い
い
ひ
孫
で

す
。
保
育
所
か
ら
帰
っ
て
く
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

　

す
く
す
く
育
つ
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ひ
ぃ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　

ひ
孫
の
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
に
、

い
つ
も
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
ん
よ
が
上
手
に
な
っ
た 

り
こ
ち
ゃ
ん
♡
ひ
ぃ
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
お
散
歩
し
よ
う

ね
。

真壁図書館を訪れた海老沢泰久さんの妻・順子さんと同氏の同級生
の皆さん。机と椅子は、同氏の遺品

真
壁
図
書
館
で

　
　
　

「
海え

び

さ

わ

老
沢
泰や

す
ひ
さ久

展
」
開
催
中


